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　表２‐１１７　典型７公害発生源別苦情受理状況（２３年度）
（単位：件）
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種　　　類

業　　　種

１１８００００２１農 業

１０００１０００林 業

００００００００漁 業

２０００１００１鉱 業

２２００１２０１３６建 設 業

４１９０３８０１３８製 造 業

４０００１０３０電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 業 ・ 水 道 業

００００００００情 報 通 信 業

８１００３０４０運 輸 業

９０００３０６０卸 売 ・ 小 売 業

００００００００金 融 ・ 保 険 業

００００００００不 動 産 業

７３００１０３０飲 食 店 、 宿 泊 業

１０００００１０医 療 、 福 祉

００００００００教 育 、 学 習 支 援 業

００００００００複 合 サ ー ビ ス 事 業

１８３０１４０５５そ の 他 の サ ー ビ ス 業

２０００１０１０公 務

１５２０２３１４３分 類 不 能 の 産 業

９３４００５１６２２１家 庭 生 活

１４１００１０９３そ の 他

２６１００１１２１２不 明

２７４３２０７３５３１４７５０合 計



２２４

　表２‐１１８　市町村別・公害の種類別苦情受理状況（２３年度）
（単位：件）
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計
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計

典
型
七
公
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典　　型　　７　　公　　害種類

市町村名

悪

臭

地
盤
沈
下

振

動

騒

音

土
壌
汚
染

水
質
汚
濁

大
気
汚
染

１４７７２１３８１７４１２１８１２３富 山 市

１９００１９４０３０３９高 岡 市

３１００３１２０６０１７６魚 津 市

１４０４１０１０１１１６氷 見 市

６００６００００６０滑 川 市

１５００１５１０００１３１黒 部 市

２２１４２６１０１０３１砺 波 市

３３２２８３００００３０小 矢 部 市

１１３０８２０２０４０南 砺 市

３１００３１３３９１１１４射 水 市

３２９２６３６２６７３１０７３４３１４２５０市 計

２００２００００２０舟 橋 村

１００１１０００００上 市 町

４００４００１０３０立 山 町

００００００００００入 善 町

００００００００００朝 日 町

７００７１００１０５０町 村 計

３３６２６３６２７４３２０７３５３１４７５０合 計

（

）
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（２４年３月３１日現在）

　表２‐１２０　「公害健康被害の補償等に関する法律」に基づく指定の内容

第２種地域地 域

富山市＊、婦中町＊、大沢野町＊の各一部指定地区（神通川下流地域）区 域

４４年１２月２７日指定年月日

イタイイタイ病指 定 疾 病

人数区　　分

４患　　者梢人 

０要観察者梢人 

　表２‐１２１　イタイイタイ病患者及び要観察者生存数

注　＊は現富山市です。

　表２‐１２２　酸性雨実態調査の概要（２３年度）
調　査　方　法調　査　項　目調 査 期 間調 査 地 点区分

酸性雨等調査マニュアル
（環境庁大気保全局）
湿性沈着モニタリング手引
き書（第２版）
（環境省地球環境局）

・pH
・イオン成分（SO４２－、
NO３－、Na＋、Cl－
等）降下量等

２３年４月～
２４年３月

（一週間降雨毎）

射　　水　　市
（環境科学センター）

雨
　
　
　
水

富　　山　　市
（立山黄砂酸性雨観測局）

（単位：件）
　表２‐１１９　苦情の処理状況（２３年度）
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七
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小
　
　
　
計

典　　型　　７　　公　　害種　　類
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音
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大
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６５２７３８３５５５２０９５６３１６１７４取扱件数　合計

６２２６３６２７４３２０７３５３１４７５０新規受付

３１２８１２００２２１０１４２４前年度からの繰越

６５２７３８３５５５２０９５６３１６１７４処理件数　合計

６０２６３４２５０３６０４３３３１３７４３直接処理（解決）

２０２２１００００１０他機関への移送

３１２８０１９０２１３０２１２２翌年度への繰越

０００２３３０３１００２５
その他（原因不明等に
より処理方法のないも
の等）

（

）



２２６

　表２‐１２３　雨水のpH調査結果（２３年度）
 （一週間降雨毎）………自動採取法

雨　　　　水　　　　の　　　　pH調 査
項 目 富　　山　　市射　　水　　市

平　均範　　　囲平　均範　　　囲調 査
結 果 ４．８４．４　～　５．３４．６４．２　～　５．６

　表２‐１２４　雨水のpHの年度別調査結果（一週間降雨毎）
調　　査　　地　　点

調査年度
全 国 の 状 況富　山　市射　水　市

第１次調査
（５８～６２年度）
　　　４．４～５．５
第２次調査
（６３～４年度）
　　　４．５～５．８
第３次調査
（５～９年度）
　　　４．４～５．９
第４次調査
（１０～１２年度）
　　　４．４７～６．１５
　１３～１４年度
　　　４．３４～６．２５
長期モニタリング
（１５～１９年度）
　　　４．４０～５．０４
　２０年度
　　　４．４８～５．０７
　２１年度
　　　４．５０～５．１８
　２２年度
　　　４．５９～５．２２

－４．９昭和６１年度
－４．９６２年度
－４．７６３年度
－４．６平成元年度
４．８４．７２年度
４．７４．６３年度
４．６４．６４年度
４．８４．８５年度
４．７４．７６年度
４．９４．９７年度
４．９４．８８年度
４．８４．８９年度
５．１５．０１０年度
４．８４．９１１年度
４．８４．８１２年度
４．６４．５１３年度
４．８４．７１４年度
４．７４．６１５年度
４．８４．６１６年度
４．８４．６１７年度
４．７４．５１８年度
４．７４．５１９年度
４．７４．６２０年度
４．８４．７２１年度
４．８４．６２２年度
４．８４．６２３年度

注　富山市の調査地点は、２～５年度：旧大山町山野スポーツセンター傍、６～１４年度：
国設立山酸性雨測定所（立山町芦峅寺スキー場敷地内）、１５年度～：立山黄砂酸性
雨観測局（らいちょうバレースキー場山頂駅傍）です。
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　図２‐６　主要イオン成分降下量、降水量の月別推移（２３年度）



２２８

　図２‐７　主要イオン成分降下量の経年変化

　図２‐８　縄ヶ池におけるpH及びアルカリ度の経年変化

注１　停滞期と循環期における測定値の平均値です
　２　平成２０年度、２１年度は調査未実施です
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　表２‐１２５　森林地における雨水のpH調査結果（２３年度）

雨水の年平均pH（一週間降雨毎・ろ過式採取法）
調査項目

南砺市小矢部市魚津市富山市

４．５４．４４．６４．７調査結果

注１　停滞期と循環期における測定値の平均値です
　２　平成２０年度、２１年度は調査未実施です

　図２‐９　富山県における黄砂の観測日数の推移

注　富山地方気象台のデータです。



２３０

　表２‐１２６　財環日本海環境協力センター（NPEC）の事業概要（２３年度）

事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

　本県がコーディネート自治体を務める「北東アジア地域自
治体連合（ＮＥＡＲ）環境分科委員会」を開催し、会員自治
体間で、環境に関する協力事業の検討や情報交換等を行った。

北東アジア地域自治体連
合環境分科委員会の推進

環境保全に
関する交流
推進事業

　ロシア沿海地方に職員を派遣し、国際環境フォーラム「国
境のない自然」への参加を通じて、環境分野における協力事
業の情報交換を行った。

海洋環境保全パートナー
シップの形成

　海洋ごみの実態を把握するとともに、海洋環境保全意識を
醸成するため、日本、中国、韓国、ロシアの沿岸自治体、
NPO等と連携協力し、沿岸住民の参加を得て、海辺の漂着
物調査を実施した。
　また、市民を対象に、海洋環境保全の活動事例を共有し、
具体的な取り組みを呼びかけるため、「海洋ごみアクション・
フォーラム」を開催するとともに、漂着物アートの制作・展
示などを通じて、海洋ごみ問題を普及啓発した。

海辺の漂着物調査
漂流・漂着ごみ対策の推
進

環境保全に
関する調査
研究事業

　三井物産環境基金からの助成を受け、東日本大震災により
被害を受けた宮城県沿岸の志津川湾、女川湾、万石浦及び松
島湾において、リモートセンシング技術を活用し、藻場被害
状況マップを作成した。今後、現地で藻場復元活動を進める
活動主体と得られた情報を共有し、各海域における藻場復元
活動を支援していく。

藻場復元支援マップ事業

　遼寧省の大気汚染の改善に資するため、２０～２２年度に実施
した黄砂に関する共同調査のとりまとめを行うとともに、新
たに自動車排出ガスに関する協力事業の実施に向けた連絡調
整を行った。

中国遼寧省との大気環境
に関する共同調査研究

　NPECの活動状況や環日本海地域における環境の情報を
ホームページにより提供した。

広報・普及啓発環境保全に
関する施策
支援事業

　財自治体国際化協会（CLAIR）の制度を活用し、研修員の
受入れを行った。

対岸地域の環境技術者の
研修

　産学官が連携して、青少年に対して北東アジア地域におけ
る環境問題を直に体験する機会を提供する「北東アジア地域
環境体験プログラム」をロシアハバロフスク地方と共同で開
催した。

北東アジア地域環境体験
プログラム

　黄砂問題について、今後の効果的な対策の決定・実施につ
なげるため、国内外の産学官が連携して、その実態や影響を
把握するための視程調査を実施した。

黄砂を対象とした広域的
モニタリング体制の構築

　環日本海地域の環境に関する認識の向上、保全意識の高揚、
環境保全行動の推進のため、富山県内の市民を中心に、環日
本海地域の環境問題に関する各種の普及啓発事業、環境教育・
学習事業を展開し、その成果を発信した。
①サポーター募集、登録
②サポーター向けイベントの実施
　・キックオフ・イベント
　　（サポーター制度紹介、キックオフ宣言）
　・体験型参加型海洋環境保全講座
　　（海辺の漂着物調査、出前講座）
　・サポーターズ・ミーティング
　　（サポーター活動発表、活動宣言）

環日本海・環境サポータ
ー制度の創設、運営



資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

２３１

事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

③漂着物アート制作などを通じた普及啓発の推進
　・芸術学生、子供たちによる漂着物アート制作
　・漂着物アート展２０１１
　・子どもたちによる海の生物多様性メッセージアートの制

作
④出前講座（環日本海・環境保全・海へのいざない教室）の
実施

環日本海・環境サポータ
ー制度の創設、運営

環境保全に
関する施策
支援事業

　人工衛星によるリモートセンシングデータを利用した沿岸
環境評価手法の開発に向けて、富山湾における水質汚濁に係
る現場データ及び衛星データを取得し、富山湾をケーススタ
ディとして実施した。また富栄養化状況判定手順書を用いて
NOWPAP地域における富栄養化評価を行った。
　また、赤潮／HAB、リモートセンシング及び富栄養化を
はじめ、環日本海における海洋環境に係る課題や今後の活動
の進め方等について助言を得るために環日本海海洋環境検討
委員会を開催した。

日本海等の環境影響調査ＮＯＷＰＡ
Ｐ推進事業

　２２年度に開発した新たな海洋環境評価手法のNOWPAP
各国への導入に向けて必要となる、海洋生物多様性の保全・
管理に関する情報収集の必要性をNOWPAPに対して提言
するとともに、国内における地域活動の充実、地域ネットワ
ークの構築を図るため日本海海岸生物観察マニュアルの作成
や北陸地域関係機関との連携体制の構築を行った。
　また、環日本海における生物多様性を指標とした沿岸環境
評価手法の開発に向けて、国内の専門家から助言を得るため
に生物多様性海洋環境評価検討委員会を開催した。

生物多様性を指標とした
海洋環境評価手法の開発

　環境省が、１４年３月に富山県環境科学センターに設置した
「環日本海海洋環境ウオッチシステム」を管理運営し、人工
衛星を活用した海洋環境データを受信、解析するとともに、
NOWPAP関係国を含む国内外へ発信した。

環日本海海洋環境ウオッ
チ推進事業

　CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動セン
ター）に指定されているNPECの地域活動センターとして
の活動を推進するため、CEARACフォーカルポイント会合
（FPM）を開催するとともに、政府間会合や他のRACの
FPMに参加した。

地 域 活 動 セ ン タ ー
（RAC）の運営
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　表２‐１２７　環日本海地域との相互派遣の概要（２３年度）

相　　互　　派　　遣　　の　　概　　要

派 遣 先：アメリカ　ハワイ
派遣人数：１名
派遣期間：４月２６日～２８日
派遣目的：PICES FUTUREワークショップへの参加

派 遣 先：中国　杭州
派遣人数：１名
派遣期間：４月２６日～２８日
派遣目的：第９回NOWPAP／DINRAC（データ・情報ネットワーク地域活動センター）フォーカ

ルポイント会合への参加

派 遣 先：韓国大田
派遣人数：１名
派遣期間：６月７～１０日
派遣目的：第１４回NOWPAP／MERRAC（海洋環境緊急準備・対応地域活動センター）フォーカル

ポイント会合への参加

派 遣 先：ロシア　ハバロフスク
派遣人数：２名
派遣期間：７月２６日～２７日
派遣目的：北東アジア地域環境体験プログラム事前視察

派 遣 先：ロシア　ハバロフスク
派遣人数：１３名（学生６名＋引率２名＋職員５名）
派遣期間：８月２７～２８日
派遣目的：北東アジア地域環境体験プログラム

派 遣 先：中国　遼寧省
派遣人数：２名
派遣期間：９月６～１０日
派遣目的：富山県と遼寧省との自動車排ガスに関する共同調査研究全体計画

派 遣 先：中国　連雲港
派遣人数：１名
派遣期間：９月２０日～２１日
派遣目的：NOWPAP国際海岸クリーンアップ及び専門家会合への参加

派 遣 先：ロシア　ウラジオストク
派遣人数：２名
派遣期間：１０月６～７日
派遣目的：第５回国際環境フォーラム～国境のない自然～への参加

派 遣 先：ロシア　ウラジオストク
派遣人数：３名
派遣期間：１０月８日～１２日
派遣目的：第３回NOWPAPリモートセンシングデータ解析トレーニングの開催

派 遣 先：ロシア　ハバロフスク
派遣人数：１名
派遣期間：１０月１４日～２３日
派遣目的：PICES２０１１年次会合への参加

派 遣 先：ロシア　ハバロフスク
派遣人数：１名
派遣期間：１０月２５日～２６日
派遣目的：第９回NOWPAP／POMRAC（汚染モニタリング地域活動センター）フォーカルポイン

ト会合への参加
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派 遣 先：中国　北京
派遣人数：１名
派遣期間：１２月２０日～２２日
派遣目的：第１６回NOWPAP政府間会合への参加

受 入 先：富山県環境科学センター、財環日本海環境協力センター等
受入人数：中国１名
受入期間：７月１１日～１１月１８日
受入目的：海外技術研修員の研修

受 入 先：NOWPAP／CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動センター）、財環日本
海環境協力センター

受入人数：中国２名、韓国２名、ロシア２名、フィンランド１名、アメリカ１名
受入期間：８月４～５日
受入目的：北西太平洋地域における海洋生物多様性と富栄養化専門家会合

受 入 先：NOWPAP／CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動センター）
受入人数：中国２名、韓国１名、ロシア２名
受入期間：９月６～７日
受入目的：第９回CEARACフォーカルポイント会合の開催

受 入 先：富山県生活環境文化部環境政策課、環境保全課、財環日本海環境協力センター
受入人数：中国３名、韓国６名、ロシア３名
受入期間：１１月９日
受入目的：第１０回NEAR環境分科委員会の開催

受 入 先：富山県生活環境文化部環境政策課、環境保全課、財環日本海環境協力センター
受入人数：中国１名、韓国４名、ロシア２名
受入期間：１１月１０日
受入目的：海辺の漂着物調査関係者会議の開催



２３４

　表２‐１２８　地下水観測井の位置と構造

標高
（ｍ）

井戸の構造
管理者設置

年度位　　　　置観　測　井
の　名　称地域 ストレーナ位置

（ｍ）
口径
（㎜）

深度
（ｍ）

５．６３
３２～３８

２５０８０県４氷見市朝日丘朝 日 丘氷
見
地
域

７１～７７
５．４８７９～９０２５０１００県４氷見市柳田柳 田
３．４８１５６～１７８３００２６０県４２高岡市荻布能 町

高
　
岡
　
・
　
砺
　
波
　
地
　
域

１２．５９１６４～１７５３００２４０県４２高岡市京田上 関
１４．１１３４～３９２５０４０県３４高岡市二塚二 塚

２５．１９
１１～１６．５４００２７

県１４高岡市中田中 田
５７～６４．５２００８０

６．２２１０２～１２４３５０１５０県４２射水市寺塚原寺 塚 原
２．４１４０～５４２５０１００県５４射水市殿村作 道
４１．０８７８～８９２５０１００県５２砺波市日詰日 詰

７２．５４
４８～５９

２５０８０県６０砺波市五郎丸五 郎 丸
６５～７０

４１．２１
４３～４９

２５０８０県６０小矢部市水島水 島 ５４～６０
６５～７１

６０．４２
４３～５４

２５０８０県６０南砺市布袋布 袋
６０～６５

２０．４６
５６～６７

２５０８０県６０高岡市福岡町江尻江 尻
７２～７８

７．１１１０６～１３９２５０２００県４９富山市下飯野下 飯 野

富
　
山
　
地
　
域

６．４４６５～８２２５０９３県４９富山市下新北町奥 田 北
２９．０５１５～２０２５０２０県５７富山市山室山 室
８８．９６５０～８３２５０１００県４９富山市西の番西 の 番
１０．１８１０６～１３９２５０１５０県５９富山市三郷三 郷
６３．１８２３～５０２５０１００県４９立山町前沢前 沢
１４．１８８４～９５２５０１００県５３富山市婦中町速星速 星
６．６７２３～３４２５０５０県６１魚津市住吉住 吉魚

津
・
滑
川
地
域

１２．６４５９～７１２５０７０県６１魚津市北鬼江北 鬼 江
５．８４６６～７７２５０８０県６１滑川市下島下 島
３５．４８６５～８２２５０１００県６１滑川市四ツ屋四 ツ 屋
１５．８４１１２～１３４２５０１５０県５１黒部市金屋金 屋

黒
　
部
　
地
　
域

１８．８５５１～７３２５０１００県５１黒部市三日市三 日 市
４７．１１３９～５０２５０５０県５１黒部市荻生五 郎 八
１．３０８５～９６２５０１００県３黒部市生地経新生 地
２５．５８１１７～１４５２５０１５０県５１入善町青木青 木
２７．６３７３～９５２５０１００県５１入善町入膳入 膳
６９．６７３４～５０２５０５０県５１入善町小摺戸小 摺 戸
１．９２４０～５１２５０５５県３入善町下飯野園 家
２３．３９５６～７８２５０１００県５１朝日町月山新月 山

　４　水資源の保全と活用
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　表２‐１２９　地下水位年平均値の年度別推移
平均地下水位（㎝）井 戸 の

深さ（ｍ）所 在 地観 測 井
の 名 称

地
域 ２３年度２２年度２１年度２０年度１９年度

－　　４２－　　４９－　　５１－　　５７－　　４２８０氷 見 市朝 日 丘氷
見
地
域 －　２２０－　２１６－　２１１－　２１４－　２１２１００〃柳 田

－　１８２－　１７７－　１４６－　１０３－　１１５２６０高 岡 市能 町

高

岡

・

砺

波

地

域

　３９０　３９２　３９４　４０６　４１８２４０〃上 関

－　１９４－　１９１－　１７８－　１７７－　１８３４０〃二 塚

－　２７５－　２８１－　２８２－　２８０－　２７７２７〃上部帯水層中
　
田 －　２９０－　２９５－　２９０－　２９０－　２９０８０〃下部帯水層

－　２３１－　２１９－　１８４－　１４４－　１４８１５０射 水 市
（旧新湊市）寺 塚 原

－　　９３－　　９２－　　７４－　　４８－　　５２１００〃作 道

－１，３９４－１，３８８－１，４１８－１，４３５－１，４３９１００砺 波 市日 詰

－３，２４６－３，２２９－３，２７７－３，３１９－３，３２５８０〃五 郎 丸

－　８１７－　８０９－　８４４－　８５７－　８６０８０小矢部市水 島

－１，１２７－１，１１５－１，１３７－１，１３８－１，１４６８０南 砺 市
（旧福野町）布 袋

１５４１５２１４１１４４１３９８０高 岡 市
（旧福岡町）江 尻

－　　９１－　　７５－　　６２－　　１２－　　３３２００富 山 市下 飯 野
富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

－　２５９－　２２４－　２２３－　１９３－　２１２９３　 〃　奥 田 北

－　１７５－　１５７－　１７６－　１９１－　１９９２０　 〃　山 室

－１，４８５－１，４７６－１，４９５－１，５３７－１，５３４１００　 〃　西 の 番

－　２０１－　１７９－　１７２－　１３０－　１５１１５０　 〃　三 郷

－　３９７－　３８０－　３９４－　４１３－　４２８１００立 山 町前 沢

－　１６８－　１６９－　１６１－　１５８－　１６４１００富 山 市
（旧婦中町）速 星

－　１１８－　１１６－　１１９－　１２２－　１１８５０魚 津 市住 吉魚
津
・
滑
川
地
域

－　５６０－　５５３－　５７１－　６３２－　６０４７０〃北 鬼 江

－　１０１－　　８４－　　８２－　　６６－　　６７８０滑 川 市下 島

－２，３３６－２，３２０－２，３８２－２，３８７－２，３３７１００〃四 ッ 屋

－　６９４－　６９７－　７１７－　６８４－　６８４１５０黒 部 市金 屋
黒
　
　
　
部
　
　
　
地
　
　
　
域

－　７５５－　７９７－　８０１－　７４０－　７６９１００〃三 日 市

－１，６７４－１，７０５－１，８７０－２，０１８－１，７８３５０〃五 郎 八

７２７６７４６８７０１００〃生 地

－１，４５１－１，４４１－１，５１２－１，５８５－１，５０６１５０入 善 町青 木

－１，９８８－１，９５９－２，０００－２，０５２－２，０２２１００〃入 膳

－１，２６５－１，２６３－１，３００－１，３４３－１，３１２５０〃小 摺 戸

３１４３１５３０８３００３１４５５〃園 家

－　７１５－　７４４－　７１７－　７９３－　７６３１００朝 日 町月 山

注　地下水位は、地表面を基準として地上を＋、地下を－で表しています。



２３６

　図２‐１０　主な観測井の地下水位（月平均）
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２３８

　図２‐１１　塩化物イオン濃度分布（２３年度）
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　　柑　用途別

　表２‐１３０　地下水条例に基づく揚水設備の届出状況

　　敢　市町村別
（２４年３月３１日現在）

合　　　　　計観　察　地　域規　制　地　域区分

市町村
地
域 揚水設備数事 業 所 数揚水設備数事 業 所 数揚水設備数事 業 所 数

２，１７０１，６７７６９６５２４１，４７４１，１５３富 山 市
富
　
山
　
地
　
域

６５６５舟 橋 村

１５７１２３１５７１２３上 市 町

１０４８３１０４８３立 山 町

２，４３７１，８８８９６３７３５１，４７４１，１５３小　　計

８９２６９７１３４１１３７５８５８４高 岡 市高
　
岡
　
地
　
域

３２９２７９３２９２７９砺 波 市

２８９２３３１０１８６１８８１４７射 水 市

１，５１０１，２０９５６４４７８９４６７３１小　　計

３，９４７３，０９７１，５２７１，２１３２，４２０１，８８４合　　　計

合　　　　　計観　察　地　域規　制　地　域区分

用途 揚水設備数事 業 所 数揚水設備数事 業 所 数揚水設備数事 業 所 数

７７４４３２３２８１８５４４６２４７工 業 用

１，４１６１，１９６４３０３６６９８６８３０建 築 物 用

７８５０６３４６１５４水 道 用

７９６７６０４９１９１８農業・水産業用

１，５９３１，３４５６４１５６２９５２７８３道路等消雪用

７７５５２２その他（試験用）

３，９４７３，０９７１，５２７１，２１３２，４２０１，８８４合　　　計

（２４年３月３１日現在）



２４０

　表２‐１３１　地下水採取状況（２３年度）

　　敢　市町村別

　　柑　用途別

(単位：百万m３／年）

合 計観 察 地 域規 制 地 域区　分
用　途

６０．４３９．５２０．８工 業 用

１７．６６．３１１．３建 築 物 用

１９．４１６．３３．２水 道 用

２．９１．５１．４農 業 ・ 水 産 業 用

３７．２１３．９２３．４道 路 等 消 雪 用

０．４０．３そ の 他

１３７．９７７．８６０．１合　　　　計

(単位：百万m３／年）

合 計観 察 地 域規 制 地 域区分
市町村

地
域

８７．８４７．９３９．９富 山 市
富
　
山
　
地
　
域

０．１０．１舟 橋 村

８．０８．０上 市 町

２．１２．１立 山 町

９７．９５８．０３９．９小　　計

１９．２３．２１６．０高 岡 市高
　
岡
　
地
　
域

１４．０１４．０砺 波 市

６．７２．５４．２射 水 市

３９．９１９．７２０．２小　　計

１３７．９７７．８６０．１合　　　　計

注　四捨五入により、合計が一致しない場合があります。

注　四捨五入により、合計が一致しない場合があります。


